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１. 当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間を取り巻く経営環境は、国内は、新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）の感染

者数が高止まりする中での緊急事態宣言発令・延長を受け、個人消費が下押し圧力を受ける一方で、好調な輸出が

下支えする形で、緩やかな回復基調が見られました。

 海外は、コロナの影響で地域ごとに明暗が分かれる展開となり、米国や中国は堅調に推移しましたが、アジアの

一部地域や欧州は変異株の拡大を受けての防疫措置の強化から停滞気味となりました。 

 当社グループが主として関連する自動車業界におきましては、国内は、前年同期比では回復するも、半導体不足

が影を落とす形となり、海外は、中国、アジアの一部地域が好調に推移する一方で、米国および欧州は半導体不足

やコロナの影響等で弱含み、という展開となりました。 

 こうした経営環境のもと、当第１四半期連結会計期間（2021年４-６月）は、自動車販売台数の回復基調と、原価

低減活動や合理化の推進といった経営努力の継続遂行が奏功し、売上高、各利益ともに前年同期比で改善し、増収

増益となりました。 

 

当第１四半期連結累計期間の業績数値につきましては、次のとおりであります。 

 売上高                402億92百万円（前年同期比 35.7%増） 

 営業利益                35億39百万円（前年同期は83百万円の営業損失） 

 経常利益                43億42百万円（前年同期比 660.1%増） 

 親会社株主に帰属する四半期純利益    20億57百万円（前年同期比 650.8%増） 

 

 なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間の売上高は６億39百万円減少し、営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益はそれぞれ97百万円減少しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び

主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。 

 

セグメントの業績概況は、次のとおりであります。

＜ＴＰＲグループ（除くファルテックグループ）＞ 

①日本 

 日本は、売上高は114億67百万円で、前年同期に比べて38億74百万円の増収となりました。セグメント利益は６億

35百万円で、前年同期に比べて14億36百万円の増益となりました。 

②アジア 

 アジア地域は、売上高は86億78百万円で、中国を筆頭に生産台数が回復、前年同期に比べて27億84百万円の増収

となりました。セグメント利益は19億40百万円で、前年同期に比べて８億80百万円の増益となりました。 

③北米 

 北米地域は、売上高は28億81百万円で、前年同期に比べて１億97百万円の減収となりました。セグメント利益は

２億１百万円で、前年同期に比べて16百万円の減益となりました。 

④その他地域 

 その他地域は、売上高は５億15百万円で、前年同期に比べて53百万円の減収となりました。セグメント利益は１

億３百万円で、前年同期に比べて25百万円の減益となりました。 

＜ファルテックグループ＞ 

 売上高は167億50百万円で、自動車販売台数の回復を受け、前年同期に比べて41億84百万円の増収となりました。

セグメント利益は効率化、合理化経営が奏功し、５億95百万円の黒字を計上、前年同期に比べて17億３百万円の増

益となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 資産、負債及び純資産の状況 

① 総資産 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して28億97百万円増加し、2,469億57百万円

となりました。これは主に有形固定資産が15億25百万円、現金及び預金が12億90百万円それぞれ増加したこと等に

よるものであります。 

② 負債 

 負債は、前連結会計年度末と比較して33億13百万円減少し、976億７百万円となりました。これは主にその他の

流動負債が14億55百万円、長期借入金が12億81百万円それぞれ増加した一方、短期借入金が63億78百万円減少した

こと等によるものであります。 

③ 純資産 

 純資産は、前連結会計年度末と比較して62億10百万円増加し、1,493億49百万円となりました。これは主に為替

換算調整勘定が33億30百万円、非支配株主持分が16億15百万円、利益剰余金が13億40百万円それぞれ増加したこと

等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想については、2021年５月14日の「2021年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予

想から変更はありません。 
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２. 四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 42,370 43,661 

受取手形及び売掛金 47,266 44,621 

商品及び製品 10,577 11,771 

仕掛品 4,386 4,908 

原材料及び貯蔵品 7,729 7,532 

その他 5,103 4,949 

貸倒引当金 △89 △89 

流動資産合計 117,344 117,355 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 23,429 23,715 

機械装置及び運搬具（純額） 27,685 27,286 

その他（純額） 19,279 20,918 

有形固定資産合計 70,394 71,919 

無形固定資産    

のれん 311 266 

その他 1,862 1,904 

無形固定資産合計 2,174 2,170 

投資その他の資産    

投資有価証券 29,888 29,774 

退職給付に係る資産 7,675 7,614 

その他 16,728 18,246 

貸倒引当金 △145 △125 

投資その他の資産合計 54,147 55,510 

固定資産合計 126,715 129,601 

資産合計 244,059 246,957 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 16,477 16,580 

電子記録債務 7,367 7,830 

短期借入金 28,938 22,559 

未払法人税等 1,294 1,170 

賞与引当金 2,347 2,361 

その他 12,180 13,635 

流動負債合計 68,605 64,138 

固定負債    

長期借入金 13,807 15,088 

退職給付に係る負債 5,481 5,456 

引当金 1,087 1,059 

資産除去債務 176 176 

その他 11,763 11,687 

固定負債合計 32,314 33,468 

負債合計 100,920 97,607 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,758 4,758 

資本剰余金 4,209 4,209 

利益剰余金 97,089 98,430 

自己株式 △2,735 △2,710 

株主資本合計 103,322 104,688 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 13,939 13,874 

為替換算調整勘定 △2,508 821 

退職給付に係る調整累計額 1,478 1,443 

その他の包括利益累計額合計 12,909 16,139 

新株予約権 147 147 

非支配株主持分 26,759 28,374 

純資産合計 143,139 149,349 

負債純資産合計 244,059 246,957 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 29,701 40,292 

売上原価 24,266 30,540 

売上総利益 5,434 9,752 

販売費及び一般管理費 5,517 6,212 

営業利益又は営業損失（△） △83 3,539 

営業外収益    

受取利息 107 39 

受取配当金 91 123 

持分法による投資利益 265 591 

為替差益 4 － 

その他 302 152 

営業外収益合計 770 906 

営業外費用    

支払利息 71 59 

為替差損 － 18 

その他 44 25 

営業外費用合計 116 103 

経常利益 571 4,342 

特別利益    

固定資産売却益 － 12 

特別利益合計 － 12 

特別損失    

固定資産除却損 18 22 

投資有価証券評価損 － 200 

工場休止損失 68 － 

その他 － 7 

特別損失合計 86 230 

税金等調整前四半期純利益 484 4,124 

法人税等 50 1,110 

四半期純利益 433 3,013 

非支配株主に帰属する四半期純利益 159 955 

親会社株主に帰属する四半期純利益 274 2,057 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益 433 3,013 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 387 △66 

繰延ヘッジ損益 0 － 

為替換算調整勘定 △2,740 3,961 

退職給付に係る調整額 110 △52 

持分法適用会社に対する持分相当額 △465 876 

その他の包括利益合計 △2,708 4,718 

四半期包括利益 △2,274 7,731 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,755 5,287 

非支配株主に係る四半期包括利益 △518 2,444 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、一部の連結子会社において、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。 

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。 

 収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。 

 有償受給取引について、従来は受給元への販売額に原材料等の受給額を含めた金額で収益を認識しておりまし

たが、受給品を売り戻す義務を負っている場合、原材料等の受給額を除いた金額で収益を認識する方法に変更し

ております。また、代理人取引について、従来は総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービス

の提供における役割が代理人に該当する取引については、純額で収益を認識する方法に変更しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は639百万円、売上原価は530百万円、販売費及び一般管理費は

10百万円それぞれ減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ97百万円減少しており

ます。また、利益剰余金の当期首残高は77百万円増加しております。 

 なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、これによる四半期連結財

務諸表に与える影響はありません。 
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計   ＴＰＲグループ（除くファルテックグループ） 
ファルテック

グループ   日本 アジア 北米 
その他地域
（注） 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 7,592 5,894 3,078 568 17,134 12,566 29,701 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1,444 972 19 14 2,449 0 2,449 

計 9,036 6,866 3,098 583 19,584 12,566 32,151 

セグメント利益又は損失

（△） 
△801 1,059 217 129 605 △1,108 △503 

（注）「その他地域」の区分は、欧州及び南米の現地法人の事業活動であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

 内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △503

セグメント間取引消去 28

未実現利益の調整額 391

四半期連結損益計算書の営業損失 △83

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計   ＴＰＲグループ（除くファルテックグループ） 
ファルテック

グループ   日本 アジア 北米 
その他地域
（注） 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 11,467 8,678 2,881 515 23,542 16,750 40,292 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
2,071 948 5 14 3,039 3 3,042 

計 13,538 9,627 2,886 529 26,581 16,753 43,335 

セグメント利益 635 1,940 201 103 2,880 595 3,475 

（注）「その他地域」の区分は、欧州及び南米の現地法人の事業活動であります。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 （会計方針の変更）に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しており

ます。 

 当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「日本」の売上高は230百万円減少、セ

グメント利益は97百万円減少し、「ファルテックグループ」の売上高は408百万円減少、セグメント利益の影響

はありません。 

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

 内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 3,475

セグメント間取引消去 32

未実現利益の調整額 31

四半期連結損益計算書の営業利益 3,539

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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１．連結業績：累計 ４．連結業績：四半期実績推移

（単位：億円） （単位：億円）

２．セグメント状況

（単位：百万円）

（単位：億円）

５.　2022年3月期　通期業績予想

３．経常利益増減要因（2020年1Q → 2021年1Q期：億円） （単位：億円）

売上高

営業利益

経常利益

親会社純利益

１株当たり配当金

売上高

経常利益

2019 2020

33 41 43 47 6 18 54 63

2022年3月期

通期予想

2021年3月期

実績
前年比

67 55 122%

年間58円 年間44円

43

2021

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021

2022年度3月期 2021年3月期

105%

118%

101%

1,589

117

143

1,520

99

141

ー

消去等 420 65 △ 355 ー

連結 △ 83 3,539 3,622 ー

-7%

その他 129 103 △ 25 -19%

TPRグループ計 605 2,879 2,274 376%

1,059 1,940 880 83%

連結 29,701 40,292 10,591 36%

北米 3,078 2,881 △ 197 -6%

営

業

利

益

日本 △ 801 635 1,436

TPRグループ計 17,135 23,542 6,408

北米 217 201 △ 16

ファルテックグループ △ 1,108 595 1,703

ー

アジア

増減額 増減率

売

上

高

日本 7,592 11,467 3,874

37%

ファルテックグループ 12,566 16,750 4,184 33%

51%

アジア 5,894 8,678 2,784 47%

その他 568 515 △ 53 -9%

為替レート（人民元円） 15.56 16.32

経常利益 6 43

2020年1Q 2021年1Q

37 660%

親会社純利益 3 21 18 651%

為替レート（USドル円） 109.23 106.24

営業利益 △ 1 35 36 ー

売上高 297 403 106 36%

TPR　2022年3月期　第１四半期　決算発表参考資料

2020年1Q 2021年1Q 増減額 増減率

2021年8月6日

TPR株式会社

2019 2020

438 456 433 458 297 335 434 455 403

1Q
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